
 

平成２３年４月２８日１４時００分 
東北地方整備局 

 

仙台平野における地震に伴う地盤沈下について 
 
  東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動により、仙台平野の海岸及び平地

部において広範な地盤沈下が発生しています。 
  また、津波により、海岸堤防は全域にわたり全半壊し、海岸沿いの砂丘も

津波による侵食等により部分的に失われた状態となっています。 
  このため、仙台平野においては高潮等に対する安全性が著しく低下して

いることから、航空レーザ計測等※１により得られたデータより、面的に地盤

沈下の状況を把握し、海面との高さの関係を整理しました。地震前は、既往

最高潮位以下の面積83ｋ㎡のうち、平均海面以下の面積が 3ｋ㎡であったも

のが、地震後にはそれぞれ 111ｋ㎡、16ｋ㎡と変化しました。 
 

 地震前 地震後 増加した割合

平均海面※２以下の面積※３ 
             （T.P.±0m） ３ｋ㎡ １６ｋ㎡ ５．３倍 

大潮の満潮位※４以下の面積 
             （T.P.＋0.7m） ３２ｋ㎡ ５６ｋ㎡ １．８倍 

既往最高潮位※５以下の面積 
             （T.P.＋1.6m） ８３ｋ㎡ １１１ｋ㎡ １．３倍 

※１ 一部現地測量の成果を使用して補正 

※２ 東京湾平均海面（T.P.±0m） 

※３ 面積は、小数点第一位を四捨五入 

※４ 朔望平均満潮位：新月および満月の日から５日以内に現れる各月の最高満潮面の平均値。ここでは T.P.＋0.7m 

※５ T.P.＋1.58m（観測所：仙台新港験潮所 1980～2010 の統計）を T.P.＋1.6m として算出 

 
  ※同様の発表を、宮城県でも宮城県政記者会に対し行っております。また、国土交通省河川局でも同様

の発表を行っております。 
 

＜記者発表先：東北電力記者クラブ、東北専門記者会＞ 
 
 
 
 

緊急情報／防災情報 

＜問い合わせ先＞ 
国土交通省 東北地方整備局 ℡022-225-2171㈹ 
河川部 河川調査官    鈴木 俊朗 （内線 3513） 

河川計画課長  舛田 直樹 （内線 3611） 



地震前 地震後

地盤沈下の状況
平成２３年４月２８日
国 土 交 通 省
宮 城 県

名取川 名取川

仙台空港仙台空港

阿武隈川 阿武隈川

平均海面（T.P.±0m）以下
3 km2→ 16 km2 (5.3倍)

大潮の満潮位（T.P.+0.7m）以下
32 k 2 56 k 2 (1 8倍)

地震前後の面積比較

平成17年及び平成20年計測 平成23年計測

既往最高潮位（T.P.+1.6m）以下
83 km2→111 km2 (1.3倍)

32 km2→ 56 km2 (1.8倍)



地震前後の海岸被災状況（参考）

【①宮城県仙台市若林区】
被災後：平成２３年３月１２日撮影被災前

①
名取川

c 日本スペースイメージング（株）

②

仙台空港

【②宮城県名取市（仙台空港周辺）】
被災後：平成２３年３月１２日撮影被災前

【③宮城県亘理郡亘理町鳥の海】
被災後：平成２３年３月１２日撮影被災前

c 日本スペースイメージング（株）

③

阿武隈川

c 日本スペースイメージング（株）③
【④仙台湾南部海岸】

被災後：平成２３年３月１２日撮影被災前

④

平成23年計測



地震前後の標高段彩図（参考） ※標高段彩図：標高値を連続的な
色で表現した地図

地震前 地震後

名取川 名取川

仙台空港 仙台空港

阿武隈川 阿武隈川

平成17年及び平成20年計測 平成23年計測


